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令和３年度財政執行状況令和３年度財政執行状況
９月末時点の財政執行状況をお知らせします９月末時点の財政執行状況をお知らせします

防災訓練防災訓練
役場職員、トマム町内会の訓練の様子をお伝えします役場職員、トマム町内会の訓練の様子をお伝えします

ＴＯＰＩＣＴＯＰＩＣ

トマム保育所リニューアルトマム保育所リニューアル
改修工事が終わったトマム保育所をご紹介します改修工事が終わったトマム保育所をご紹介します
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財政状況財政状況

令和３年度

財政執行状況
財政事情説明書の作成及び公表に関する条例に基づき、令和３年９月末現在の財政執行状況をお知らせします。

問　総務課財務担当　☎（56）2121

科目 予算額 収入済額

村税 3億8969万円 2億7196万円

地方譲与税 2999万円 1183万円

利子割交付金 20万円 4万円

配当割交付金 30万円 7万円

株式等譲渡所得割交付金 20万円 0円

法人事業税交付金 300万円 385万円

地方消費税交付金 2400万円 1604万円

環境性能割交付金 350万円 80万円

地方特例交付金 107万円 107万円

地方交付税 13億3000万円 9億3258万円

交通安全対策特別交付金 0万円 0円

分担金及び負担金 852万円 2万円

使用料及び手数料 5076万円 2298万円

国庫支出金 1億4379万円 6387万円

道支出金 7018万円 623万円

財産収入 3164万円 2179万円

寄附金 1000万円 307万円

繰入金 2億1765万円 0円

繰越金 5213万円 6418万円

諸収入 9074万円 1009万円

村債 4億9784万円 0円

科目 予算額 支出済額

議会費 2747万円 1260万円

総務費 5億9252万円 2億5590万円

民生費 3億592万円 1億264万円

衛生費 4億9974万円 7098万円

労働費 1291万円 1227万円

農林業費 1億8745万円 3033万円

商工費 1億5586万円 1億268万円

土木費 2億1749万円 3739万円

教育費 1億4950万円 5095万円

公債費 3億3323万円 1億7158万円

諸支出金 68万円 0円

職員費 4億7040万円 2億2388万円

予備費 203万円 0円

歳入（収入率 48.41％）

予算額 29億5520万円

収入済額 14億3047万円

一般会計の予算執行状況

歳出（執行率 36.25％）

予算額 29億5520万円

支出済額 10億7120万円

※収入率、執行率は千円単位により算出しています。

１万円未満の端数を調整して記載しています。

特別会計の予算の執行状況

歳入（収入率 20.80％）

予算額 5億9800万円

収入済額 1億2440万円

歳出（執行率 35.23％）

予算額 5億9800万円

支出済額 2億1067万円

区分 予算額 支出済額 執行率

国民健康保険事業 1億3580万円 3911万円 28.80%

村立診療所 8350万円 3203万円 38.36%

簡易水道事業 1億490万円 4362万円 41.58%

公共下水道事業 1億1910万円 4179万円 35.09%

介護保険 1億1440万円 3886万円 33.97%

後期高齢者医療 1860万円 582万円 31.29%

歯科診療所事業 2170万円 944万円 43.52%

科目 予算額 収入済額 収入率

国民健康保険事業 1億3580万円 3549万円 26.13%

村立診療所 8350万円 1723万円 20.64%

簡易水道事業 1億490万円 1222万円 11.65%

公共下水道事業 1億1910万円 978万円 8.21%

介護保険 1億1440万円 4057万円 35.46%

後期高齢者医療 1860万円 455万円 24.47%

歯科診療所事業 2170万円 456万円 21.01%

基金と借入金の状況

区分 令和２年度末現在 令和３年９月末現在

財 政 調 整
基金 2億9985万円 2億9985万円

減債基金 1億8965万円 1億8965万円

国 際 交 流
基金 2634万円 2634万円

福祉基金 6580万円 6580万円

農 業 振 興
基金 3015万円 3015万円

林 業 振 興
基金 2936万円 2936万円

その他 1億8476万円 1億8476万円

合計 8億2591万円 8億2591万円

基金の現在残高

区分 令和２年度末現在 令和３年９月末現在

一般単独事業債 847万円 679万円

学校教育施設
等整備事業債 1220万円 1098万円

辺地対策事業債 7113万円 6684万円

災害復旧事業債 2793万円 2580万円

過疎対策事業債 11億3013万円 10億8059万円

公有林整備
事業債 2億7201万円 2億6293万円

その他 22億4139万円 21億1176万円

合計 37億6326万円 35億6569万円

借入金の現在残高

公有財産

区分 建物面積 地積

行政財産
本庁舎 1,415 3,913

その他の施設 1,697 44,002

公共財産

学校 7,452 52,336 

村有住宅 14,096 94,006 

公園 84 92,173 

その他の施設 17,886 6,473,706 

山林 0 14,562,925 

原野 0 2,523,286 

田畑 0 1,513,574 

その他 55,394 741,571 

合計 98,024 26,101,492 

（単位：㎡）

村税収入状況

科目 予算額 収入済額 収入率

村民税
個人 5526万円 3293万円 59.59%

法人 6677万円 1965万円 29.42%

固定資産税 2億4708万円 2億223万円 81.85%

国有資産等所在
市町村交付金

1157万円 1157万円 100.00%

軽自動車税 312万円 274万円 87.45%

村たばこ税 589万円 284万円 48.26%

合計 3億8969万円 2億7196万円 69.79%

※収入率、執行率は千円単位により算出しています。

１万円未満の端数を調整して記載しています。

※１万円未満の端数を調整して記載しています。

※収入率、執行率は千円単位により算出しています。

１万円未満の端数を調整して記載しています。

2021年11月号 2021年11月号
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防災訓練トマム保育所

大切な人を守るため
自らの生

いのち

命を守る防災訓練防災訓練 今年の防災訓練は感染防止の観点から規模

を縮小して行いました。万が一に備えて、年

に１度は職場・地域・家族で防災対策につい

て確認してみましょう。

10月16日（土）

役場職員による避難所設営訓練が行われ、占冠中学校体育館に

て間仕切りやダンボールベッドなどの設営を行いました。組み立

て方法をしっかり確認して取り組むのが早く設営できる近道で

す。

10月17日（日）

トマム町内会による訓練が行われ、南富良野町に甚大な被害を

もたらした平成28年台風10号の動画視聴や占冠消防の山西支署長

から防災・減災について講話をいただきました。

また、避難所の設営もリーダーの指示のもとで、住民自ら取り

組んでいました。

【もしもに備えて】

避難の際に持ち出す「防災リュック」を

持ってきたご家庭がありました。年に１

度、この機会に中身の確認をしましょう。

【職員室】

託児スペースの新設により、ホールの

一角に移動しました。

【安全対策】

防犯カメラ、ロック機能付きの自動ド

ア、園庭の柵を設置しました。

【託児スペース】

玄関横、元の職員室のスペースを改築

して設置されました。

【水回り】

老朽化が著しかった水回りを整備しま

した。

トマム保育所トマム保育所
リニューアルオープンリニューアルオープン

トマム保育所が10月18日（月）よりリニューアルオープンしました。

０から１歳の託児スペースを新たに設け、その他にも老朽化による改修

が行われました。玄関のロック機能付き自動ドアや防犯カメラの設置によ

り安全対策も強化しています。また、これらの改修工事は保護者とのワー

クショップでの意見を参考に行っています。

【クライミングウォール】【クライミングウォール】

要望が多かったクライミングウォー要望が多かったクライミングウォー

ル。子どもたちはスイスイとよじ登っル。子どもたちはスイスイとよじ登っ

ていました。ていました。

2021年11月号2021年11月号
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村のできごと

９月 21 日（火）および 22 日（水）に秋の交通安

全運動週間にともない、中央地区とトマム地区で交通

安全キャンペーン（旗の波）を行いました。

トマム地区ではトマム保育所の園児とトマム学校

２年生の児童が参加しました。最初に占冠駐在所の秋

山所長より講話があり、その後、地域のみなさんと一

緒に沿道に立ち、しむかっぴーの描かれた交通安全の

旗を振りながら、通行するドライバーに対して交通安

全を訴えていました。

９月15日（水）にトマム学校内に不審者が侵入し

た想定で避難訓練がありました。侵入した不審者を

発見し、職員室から警察へ連絡、児童生徒の避難が

完了すると、占冠駐在所の秋山所長が不審者を取り

押さえるという一連の動きを行うことで、連絡体制

や避難経路の確認を行うことができました。

訓練後は駐在所による講話があり、不審者に遭遇

した際に注意すること（いかのおすし）や、先生向

けにさす又の使い方等に関する説明があり、防犯に

対する対応の強化がされました。

秋の交通安全キャンペーン

不審者対策の避難訓練

ふらの沿線で行われるスポーツフェスタの一環と

して、占冠村でノルディックウォーキングが 10 月２

日（土）に行われました。

参加者からは「天気も良くて気持ちがよかった」「な

かなか歩かないコースで汗をかくにも良いコースだっ

た」「毎年コースが変わるので参加が楽しみ」といっ

た感想が出されていました。

双珠別の村道をおよそ４km、軽く汗ばむ陽気の中、

紅葉や滝を楽しみながらのウォーキングとなりまし

た。

ノルディックウォーキング

９月 28 日（火）に富良野地方交通安全協会長表彰

の伝達式が行われ、大沼八惠子さん（字占冠）が優良

運転者（10 年）の表彰を受けました。

交通安全協会の会員として、交通規則を遵守し常

に安全運転を心がけ、みなさんの模範として安全運転

を推進した功績が認められました。

大沼さんは、これまで自身の習い事などで富良野

や旭川などにたくさん通った思い出など、これまでの

安全運転への思いを話してくれました。

優良運転者として表彰

村のできごと

占冠村の人工林は、多くが 50 年生以上の高齢級林

であり、計画的な森林の若返りが必要です。

今回、ニニウ地区において上川南部地域で初めて

のカラマツコンテナ苗による植林を実施しました。

コンテナ苗は、枯死する可能性が低く、植栽時の

高度な技術が不要です。また、植栽の時期も広がるの

で、労働作業の通年化や軽労働化による林業の新たな

担い手の増加が期待されています。

これからも占冠村の林業に新たな光を見出すべく、

チャレンジしていきます。

10月19日（火）に上川総合振興局にて、上川総合

振興局旭川建設管理部維持・除雪功労者表彰が行わ

れ、占冠村から山本清市さん（株式会社川端組・字

中央）が表彰されました。

山本さんは36年にわたり、道道の維持管理および

除雪業務に従事され、住民の安全・安心な生活の確

保に貢献した功績が認められました。

降雪時には、夜が明ける前から除雪作業に従事さ

れることもしばしば。日頃からの道路維持のおかげ

で安全安心に走行できることに感謝申し上げます。

初コンテナ苗の植林

道道維持・除雪功労者表彰

９月 26 日（日）に占冠村サイクルツーリズム推進

実行委員会が主催した「村内サイクーリング」が行わ

れました。その名のとおり「サイクリング」と「クリー

ン（ゴミ拾い）」を合わせた取り組みで、中央からト

マム方面に向かう駐車帯までを移動し、ゴミ拾いを行

いました。

ごみ捨てを禁止する看板が設置されているにも関

わらず、３袋分にもなる大量のゴミが捨てられていま

した。子どもたちに豊かな自然を残していくには大人

がしっかりとルールを守ることが必要です。

村内サイ” クリーン” グ

10 月 12 日（火）に特殊詐欺被害の防止を喚起する

取り組みとして、トマム保育所の園児が祖父母に宛て

たハガキを郵便局員に手渡しました。

ハガキの発行は、富良野警察署と富良野地区防犯

協会連合会が行ったもので、脚本家の倉本聰さんの

メッセージが添えられています。

ハガキには「会えるのをたのしみにしてる」「コロ

ナにかからないでね」「大好きだよ」といった子ども

たちからのメッセージが書かれていました。

特殊詐欺に気をつけて

2021年11月号
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あいさつ年金・ゴミ

令
和
３
年
９
月
定
例
議
会
に

お
い
て
、
再
度
の
選
任
同
意
を

い
た
だ
き
、
副
村
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
私
自
身
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、

田
中
村
長
の
補
佐
役
と
し
て
全

力
で
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
長
き
に
渡
り
日
常
生

活
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
中
、

新
し
い
生
活
様
式
の
も
と
で
辛

抱
強
く
日
常
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

い
ま
だ
社
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の

大
変
厳
し
い
只
中
に
あ
り
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
納
付

期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
の
合
計
が

10
年
以
上
で
あ
る
場
合
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、
20

歳
か
ら
60
歳
に
達
す
る
ま
で
の
40
年

間
（
４
８
０
月
）
、
す
べ
て
の
期
間

の
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
78
万
９

０
０
円
（
月
額
６
万
５
０
７
５
円
）

（
令
和
３
年
４
月
分
か
ら
の
年
額
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
納
付
済

期
間
が
40
年
（
４
８
０
月
）
に
不
足

す
る
場
合
は
、
不
足
す
る
期
間
に
応

じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算

は
、
下
記
の
よ
う
な
計
算
式
に
な
っ

て
い
ま
す
。
（
令
和
３
年
度
年
金
額

で
計
算
し
た
場
合
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は

２
年
間
で
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
免
除
制
度
を
利
用
し
、
後
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。

定
期
的
な
納
付
と
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
未
納
と
せ
ず
に
免
除
申
請

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
課
戸
籍
担
当

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
２
３

保険料

納付済

月数

全額免除

月数

×４/８

１/４納付

月数

×５/８

半額納付

月数

×６/８

３/４納付

月数

×７/８

78万900円　×

40年（加入可能年数）×12月

＋＋ ＋＋

　　　　　　　　　480月　　　　　　　　　　　（１円未満四捨五入）

となります。

※ただし平成21年３月分までは、「全額免除は2/6」、「1/4納付は3/6」、「半額納付は4/6」、「3/4納付は5/6」

で、それぞれ計算されます。

※免除等期間について、あとから保険料を追納している期間は、保険料納付済期間に含みます。

※国民年金の付加保険料を納めた期間がある場合は、「200円×付加保険料納付済月数」が老齢基礎年金（年

額）に上乗せされます。

例えば、保険料納付済月数400月、全額免除月数40月、3/4納付月数40月の場合の計算式は、

　　　　　　　　　400月＋40月×1/2(20月)＋40月×7/8（35月）

78万900円　× ＝　74万228円

国
民
年
金
保
険

将
来
受
け
取
る

年
金
額
に
つ
い
て

使
用
済
の
「
加
熱
式
た
ば

こ
機
器
等
」
の
廃
棄
に
つ

い
て
の
お
願
い

「
加
熱
式
た
ば
こ
機
器
等
」
は
充

電
式
電
池
に
よ
り
加
熱
し
て
喫
煙
す

る
機
器
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
電
池
は
、
収
集
ご
み
と

し
て
排
出
さ
れ
た
場
合
、
収
集
車
の

圧
縮
加
圧
装
置
で
発
火
、
車
両
火
災

に
結
び
付
く
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険

で
す
。

現
在
、
た
ば
こ
業
界
に
よ
る
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
で
一
部
の
使
用
済
み
機

器
の
回
収
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
道
で
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
店
舗

は
札
幌
、
旭
川
、
帯
広
な
ど
の
都
市

部
を
中
心
に
36
店
舗
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

村
内
に
は
回
収
店
舗
が
な
い
た

め
、
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

当
面
は
直
接
村
外
の
回
収
店
舗
へ
お

持
ち
込
み
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
回
収
店
舗
は
、
一
般
社
団
法
人

日
本
た
ば
こ
協
会
Ｈ
Ｐ
（htt

ps:/
/

w
w
w
.
t
r
o
j
.
o
r
.
j
p
/

）
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

こ
の
他
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
含
む
使

用
済
み
電
子
機
器
等
に
つ
い
て
も
同

様
に
、
埋
立
ご
み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
、
そ
の
他
ご
み
と
し
て
排
出
さ

れ
な
い
よ
う
分
別
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
加
熱
式
た
ば
こ
機
器
等
」
を
や

む
を
得
ず
廃
棄
す
る
場
合
は
、
役
場

お
よ
び
ト
マ
ム
支
所
設
置
の
『
電
池

回
収
ボ
ッ
ク
ス
』
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。ご

み
の
排
出
で
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
環
境
衛
生
担
当

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
７
３

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り

９
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
占
冠

村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
７
月
１
日
か
ら
約

12
年
（

４
期
）

間
、
公
私
と
も
に

温
か
い
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜

り
今
日
の
退
任
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
教
訓
を
胸

に
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
充

実
し
た
人
生
と
な
る
よ
う
過
ご

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
ら
が
ら
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
お
礼
と
退
任
の

あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
に
て
、
教
育

長
の
任
命
同
意
を
い
た
だ
き
、

教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。私

は
平
成
２
年
に
奉
職
以

来
、
村
職
員
と
し
て
30
年
間
、

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
は
教
育
長
と
い
う
立
場

で
、
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
、
藤
本
前
教
育
長
を
は
じ
め

歴
代
教
育
長
が
進
め
て
こ
ら
れ

た
輝
か
し
い
実
績
を
思
う
と
、

そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。い

ま
、
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
ひ
と
り
1
台
端
末
の
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
教
育

の
充
実
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
地
域

住
民
が
参
画
で
き
る
社
会
教
育

の
振
興
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の

分
野
と
も
に
急
速
に
、
そ
し
て

劇
的
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
変
化
に
対
応
し
、
な
お

一
層
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

そ
し
て
占
冠
村
の
子
ど
も
た

ち
、
地
域
の
方
々
の
た
め
に
、

皆
さ
ま
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
粉
骨
砕
身
努
力
し
、
誠

意
を
も
っ
て
教
育
行
政
を
進
め

て
ま
い
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

が
、
こ
れ
ま
で
村
内
で
の
感
染

状
況
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
は
、
ひ
と
え
に
村
民
の
皆

さ
ま
の
自
覚
あ
る
行
動
と
感
染

予
防
を
は
じ
め
と
し
た
日
々
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ

り
、
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
ら
な
る
占
冠
村
の
発
展

と
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
引
き
続
き
村
民
の

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
村
づ
く
り
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

教育長退任のごあいさつ
藤本　武

副村長就任の副村長就任の
ごあいさつごあいさつ

松永　英敬松永　英敬

教育長就任の教育長就任の
ごあいさつごあいさつ

多田　淳史多田　淳史

12年間
大変お疲れさまでした
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生涯学習野生動物・駐在所

野生動物対策の状況 問農林課林業振興室

野生鳥獣専門員

☎ （56） 2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

11月は道立図書の入れ替えがあります

問教育委員会社会教育担当　☎ （56） 2183

こちら駐在所です 問占冠駐在所　☎（56） 2110　

ミズナラの実なりが心配される今秋ですが、10月

24日現在のところ、ヒグマは概ね静かです。とはい

え、特異的に出没が多かった平成29年の秋は10月後

半以降に件数の多くがありました。今年もまだ油断

はできません。

10月初旬、酪農学園大学による学術捕獲が成功し、

若いオス１頭に電波標識を装着して放ちました。今

富
良
野
沿
線
５
市
町
村
で

は
、
各
図
書
館
（
室
）
に
て

視
聴
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ

や
映
画
、
ド
ラ
マ
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

占
冠
村
公
民
館
（
中
央
）

図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ム
地
区
に
お
住
い
の

方
に
は
、
電
話
に
て
貸
し
出

し
可
能
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
、
ト
マ
ム

支
所
経
由
で
お
渡
し
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
５
月
と
11
月
の
２

回
、
道
立
図
書
館
か
ら
３
０

０
冊
の
本
を
借
用
し
、
道
立

図
書
館
の
本
を
半
年
間
、
村

の
図
書
室
か
ら
借
り
ら
れ
る

と
い
う
「
大
量
一
括
貸
し
出

し
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
中
旬
頃
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
図
書
室
に
て
貸
し
出

し
が
開
始
で
き
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。だ

ん
だ
ん
と
寒
く
な
り
、

外
に
出
る
の
が
億
劫
に
な
る

時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
気
軽
に

で
き
る
読
書
活
動
に
励
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

視聴覚ビデオライブラリー

図
書
室
に
読
み
た
い
本
が

置
い
て
い
な
い
、
読
み
た
い

本
が
置
い
て
あ
れ
ば
行
く
の

に
、
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
の
読
み
た
い

本
を
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

図
書
室
に
設
置
し
て
あ
る

リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
に
記
入

し
、
リ
ク
エ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
優
先

的
に
購
入
し
ま
す
。
あ
な
た

が
読
み
た
い
本
は
他
の
誰
か

も
読
み
た
い
本
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
？

リ
ク
エ
ス
ト
は
毎
月
１
人

１
冊
ま
で
可
能
で
す
。

読みたい本をリクエストしませんか

後、山中での移動の様子がつぶさに観察できる予定

です。占冠村史上初のこの壮挙、場を改めて詳しく

お伝えできればと思います。

10月から今年度猟期の入猟対応が始まりました。

10月24日現在まで事故、違反等なく、また新型コロ

ナウィルスへの感染対策も含めて堅実に実施してお

ります。

北海道主催のエゾシカ捕獲技術研修もスタートし

ました。食品衛生や捕獲技術の専門家を講師に、道

内他市町村の受講者を４人ずつ受け入れ、座学と実

地研修を行っています。村は有償でハンティングガ

イドや施設を提供し、村内の山野を研修フィールド

として、安全で効果的な捕獲作業の習得を支えてい

ます。全道の捕獲従事者の資質向上に貢献するとと

もに、新たな知

見を村内に取り

入れ、村の対策

も活性化させて

いきたいと思い

ます。

警察では、 いまだに逃亡 ・ 潜

伏している指名手配被疑者につ

いて、 総力を挙げて発見、 検挙

する活動に取り組んでいます。

こうした捜査活動には、 皆さ

まからの情報提供が必要不可欠

です。 『ピンときたら110番』、

ご協力をお願いします。

詳しくは、 北海道警察ホーム

ページをご覧ください。

ピンときたら110番！

～指名手配被疑者の

発見にご協力を～

図書室を利用しないのはもったいない！
エゾシカ

ヒグマ

シカは繁殖期の只中。哀愁漂うオスの鳴き声は、

冷たい夕風や湿った落ち葉のにおいとともに、晩秋

の風情を私たちに届けてくれるようです。

９月の捕獲数は34頭で、９月としては過去７年

で最も多くなりました。11月以降も捕獲を続けます。

性犯罪被害相談電話『＃8103（ハートさん）』

◆猟区の入猟対応について◆

わいせつな被害や痴漢で悩んでいる方、家族・知人が被害に遭われて

いて悩んでいる方、「相談したいけれど、警察署には行きづらい」と迷

っている方。まずは、性犯罪被害相談電話『＃8103（ハートさん）』に

お電話ください。あなたの心（ハート）に寄り添い、あなたの声をしっ

かりと受け止めます。

北海道内からダイヤルすると発信された地域を管轄

する警察本部（方面本部）の性犯罪被害相談窓口につ

ながります。（24時間対応）電話回線によっては、『＃

8103』につながらない場合がありますので、その際は

『0120-756-310（性犯罪被害110番）』（通話料無料）にお

電話ください。

犯罪被害に遭うということ。犯罪被害者の方々は、ある日突

然、犯罪の被害にあったことで、直接的なダメージのみならず、『被

害のトラウマによるフラッシュバック』『被害によるパニック障害、

睡眠障害等の発症』『生活の立て直しや医療費などの経済的負担』

『周囲の人からの心ない言動による二次的被害』などさまざまな問

題を抱えながら、一人で苦しんでいることが少なくありません。



おしらせ おしらせ

占冠村の放射線量の状況（10月分）
測定日　令和３年10月６日（水）

【単位：マイクロシーベルト毎時】
測定場所 測定時間 天候 測定値

中央小学校グランド 11時30分 晴 0.042 
双民館グランド 11時13分 曇 0.051 
占冠地域交流館グランド 10時57分 雨 0.046 
占冠保育所グランド 11時24分 曇 0.043 
トマム学校グランド 10時03分 曇 0.035 
トマム保育所グランド 10時08分 曇 0.039 

※北海道の空間放射線率モニタリング結果（上川総合振興局
0.021～0.098）と比較して平常レベルと判断されます。

「北海道の空間放射線率モニタリング結果」は、下記のホー
ムページで公開されています。

『環境放射線測定結果【北海道立衛生研究所】』
http://www.iph.pref.hokkaido.jp
　　　　　　　　　　問総務課総務担当　☎（56）2121

村営住宅等入居者募集のご案内■入居資格
　次の条件を満たす方が申し込むことができます。
　●占冠村にお住まいの方、村外から移住される方
　●月収が15万8000円以下の方

（例えば、給与収入者で扶養家族がある場合、源泉
徴収票の給与所得控除後の金額から同居扶養控除 
等の金額を引き、残りの額を12ヶ月で割った金額 
が15万8000円以下の方）

※敷金の納入が必要です。
※連帯保証人が２人必要です。
　（入居者と同等以上の収入のある方。）

■家賃　�　　　　入居される世帯の収入等に応じて決
　　　　定されます。

■入居可能日　　概ね12月１日（水）
■入居決定　�　　入居者選考委員会の審査によります。
■申込受付場所　建設課建築担当・トマム支所
■お問い合わせ　建設課建築担当　☎ （56）2172

運転免許更新時講習会

違反講習（２時間）

◎11月25日（木）　13時～
初回講習（２時間）

◎11月10日（水）　13時～
一般講習（１時間）

◎11月５ 日（金）　14時～
◎11月15日（月）　14時～
優良講習（30分）

◎11月５ 日（金）　13時～
◎11月15日（月）　13時～

会場：富良野地域人材開発センター
　　　富良野市西麻町1番1号

※受講前に更新手続きを終えてください。
※新型コロナウイルス感染防止のため、

人数制限を実施しています。日にちに
余裕を持った更新手続をお願いしま
す。

募集団地 受付期限11月15日（月）

●中央地区　   ６戸

　○中央団地　１ＬＤＫ　１戸　２ＬＤＫ　３戸

　○第２千歳団地※　	４ＬＤＫ　２戸

●トマム地区　２戸

○トマム団地　　　３ＬＤＫ　１戸　

○第２トマム団地　３ＬＤＫ　１戸　

※第２千歳団地は所得基準が異なります。詳細は建設課

建築担当へお問い合わせください。

生
活
・
仕
事
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

「
税
を
考
え
る
週
間
」

書
道
展

国
税
庁
で
は
、
税
の
意
義
や
役
割

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
納
税
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
の
１
週
間

を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
今
年
は
「
暮
ら
し
を
支
え

え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
税
局
や

税
務
署
を
中
心
と
し
て
、
税
に
関
す

る
作
文
や
書
道
な
ど
の
作
品
展
示
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

村
で
も
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
中

学
生
に
よ
る
税
の
書
道
展
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
展
示
場
所
・
期
間

占
冠
村
総
合
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

11
月
８
日
（
月
）
～
11
日
（
木
）

ト
マ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
15
日
（
月
）
～
18
日
（
木
）

問
総
務
課
税
務
担
当

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
２
１

Ｃ
Ｓ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
）
議
会

生
活
や
仕
事
な
ど
で
お
困
り
の
方

を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
令
和
３
年
11
月
24
日
（
水
）

①
10
時
00
分
か
ら
10
時
50
分

②
11
時
00
分
か
ら
11
時
50
分

■
場
所

　
占
冠
村
役
場
内

■
申
込

　
令
和
３
年
11
月
23
日
（
火
）

午
後
３
時
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
予
約

■
相
談
料

　
無
料

　問
自
立
相
談
支
援
事
業
所
「
か
み
か

わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

　

☎
０
１
６
６
（
３
８
）
８
８
０
０

　

FAX

０
１
６
６
（
３
３
）
０
０
２
１

メ
ー
ル　

a
n
s
hin

@
k
a
mik

a
w
a
19
.
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令
和
３
年
第
２
回
富
良
野
広
域
連

合
議
会
定
例
会
が
、
10
月
15
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
案
１

件
、
人
事
案
２
件
、
認
定
１
件
（
令

和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
）
、

財
産
取
得
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
教

育
長
に
は
、
近
内
栄
一
さ
ん
（
富
良

野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）
、
教
育

委
員
会
委
員
は
、
森
田
智
恵
子
さ
ん

■
募
集
人
数　

２
人

■
業
務
概
要

・
保
育
所
で
の
保
育
支
援
業
務

・
子
育
て
支
援
事
業

・
そ
の
他
村
長
が
認
め
る
業
務

■
募
集
対
象

・
都
市
地
域
等
か
ら
占
冠
村
に
住
民

票
を
異
動
で
き
る
方

・
任
期
終
了
後
、
占
冠
村
で
定
住
す

る
意
欲
の
あ
る
方

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た

は
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方

■
任
期

採
用
か
ら
翌
年
３
月
31
日

（
年
度
更
新
に
よ
り
最
長
３
年
間
）

■
受
付
期
間

令
和
３
年
12
月
30
日
（
木
）
ま
で

※
詳
細
は
占
冠
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

電
話
に
て
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
福
祉
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
室

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
２
５

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
子
育

て
支
援
）
を
募
集
し
ま
す

占
冠
村
議
会
議
員
と
村
内
中
学
生

お
よ
び
後
期
課
程
生
と
が
村
の
将
来

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
「
Ｃ
Ｓ

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
議

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

通
常
の
議
会
と
同
様
に
傍
聴
で
き

ま
す
の
で
、
感
染
対
策
の
上
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
」

（
仮
）

■
日
時　

令
和
３
年
11
月
５
日（
金
）

■
時
間　

14
時
30
分
～
1
時
間
程
度

■
場
所　

占
冠
村
総
合
セ
ン
タ
ー

３
階
議
場

問
議
会
事
務
局

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
９
１

過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
の
策
定

占
冠
村
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
形
成
お
よ
び
地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
域
活
力
の
さ
ら
な
る
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
「
占
冠
村
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画
」
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
の
期
間
は
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
内
容
に
つ
い
て
は
、
占
冠
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
も
し
く
は
企
画
商

工
課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
企
画
商
工
課
企
画
担
当

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
２
４

■
募
集
人
数　

２
人

■
応
募
要
件

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

（
59
歳
以
下
）

■
雇
用
条
件

・
勤
務
形
態　

月
～
金
曜
日　

７
時
間
45
分

（
７
時
45
分
～
17
時
35
分
で
調
整
）

・
勤
務
地

村
内
保
育
所
（
中
央
・
ト
マ
ム
）

・
月
給　

15
万
７
６
０
０
円
～

（
経
験
年
数
に
よ
り
加
算
あ
り
）

・
そ
の
他

昇
給
年
1
回
・
期
末
勤
勉
手
当

（
４
・
45
月
※
前
年
実
績
）・
寒
冷

地
手
当
・
時
間
外
勤
務
手
当
・
通

勤
手
当
・
住
宅
手
当
等

■
応
募
方
法

履
歴
書
の
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

■
選
考
方
法

書
類
選
考
、
面
接
、
作
文
等

問
福
祉
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
室

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
２
５

占
冠
村
役
場
職
員
（
保

育
士
）
を
募
集
し
ま
す

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
国
際
交
流
基
金
と
し
て

藤
本　

武
さ
ん
（
中
央
）

寄
付
金　

50
万
円

■
村
の
事
業
資
金
と
し
て

市
川
美
知
さ
ん
（
東
京
都
）

寄
付
金　

２
万
円

令
和
３
年
第
２
回
富
良
野
広

域
連
合
議
会
定
例
会
報
告

（
占
冠
村
教
育
委
員
会
委
員
）
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
・
認
定
さ
れ
た
案
件
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
富
良
野
広
域
連
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
９
万
６

千
円
を
追
加

《
歳
入
》

・
市
町
村
負
担
金
２
１
２
万
２
千
円

・
繰
越
金　
　

４
８
２
３
万
３
千
円

・
諸
収
入
（
雑
入
）　

41
万
１
千
円

・
連
合
債　
　
　

△
４
８
０
０
万
円

・
国
庫
支
出
金　
　
　
　
　

13
万
円

《
歳
出
》
消
防
費

（
消
防
本
部
費
）　
　
　
　
　

16
万
円

職
員
管
理
費
の
増

（
常
備
消
防
費
）　

１
１
２
万
２
千
円

文
具
・
消
耗
品
材
お
よ
び
印
刷

代
、
器
具
購
入
費
な
ど
の
増

（
非
常
備
消
防
費
）
１
３
５
万
５
千
円

文
具
・
消
耗
品
材
お
よ
び
印
刷

代
、
修
繕
料
な
ど
の
増

（
消
防
施
設
費
）　
　
　

25
万
９
千
円

修
繕
料
の
増

〇
富
良
野
広
域
連
合
教
育
委
員
会
教

育
長
の
任
命
に
つ
い
て

近
内
栄
一
さ
ん
の
任
命
に
同
意

（
富
良
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

〇
富
良
野
広
域
連
合
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

森
田
智
恵
子
さ
ん
の
任
命
に
同
意

（
占
冠
村
教
育
委
員
会
委
員
）

〇
令
和
２
年
度
富
良
野
広
域
連
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

〇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

富
良
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
グ
ラ
ン
ド
ケ
ト
ル　

２
台
）

※
そ
の
他
会
議
に
付
し
た
案
件

○
監
査
委
員
報
告
　
例
月
出
納
検
査

結
果
報
告
（
令
和
２
年
度
１
月
分

～
５
月
分
、
令
和
３
年
度
４
月
分

～
８
月
分
）

○
令
和
２
年
度
富
良
野
広
域
連
合
教

育
行
政
評
価
報
告

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
央
　
　
　
杉
本
興
亜
さ
ん（
81
歳
）

　
９
月
23
日
ご
逝
去

上
ト
マ
ム
　
鈴
木
武
夫
さ
ん（
85
歳
）

10
月
20
日
ご
逝
去
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消防・学校 保健師だより

地域とともに

９月４日（土）に「Seventeen's Power～笑顔輝く最光の学芸会」のテーマのもと、

トマム学校・保育所合同学芸会が行われました。児童生徒７人と保育所園児10人を

合計した17人（Seventeen's）の力を合わせた最光（最も輝く）のステージとなり

ました。書道パフォーマンスやマジックショーなど練習の成果を存分に発揮し、会

場のみなさんからは、たくさんの応援の手拍子や拍手が送られました。

９月22日（水）には、秋の交通安全運動の一環として「交通安全キャンペーン」

が行われました。トマム学校２年生１人と保育園児10人が、学校前の沿道で行き交

うドライバーたちに大きな声で交通安全を呼びかけました。

９月29日（水）には長距離記録会が行われました。２回の練習を行いましたが、

全員がその記録を上回る自己ベストを出すことができました。その好記録を後押し

したのが、保育園児の声援でした。

トマム学校の学びを支える特色ある教育の一つとして、保育所との連携がありま

す。合同運動会では、児童生徒と園児が一緒に作戦を考え、協力して参加したり、

園児に教えてあげたりする場面もありました。異学年同士の関わりで、考えや気持

ちを工夫して伝え合うことを通して、互いの学び合いの場となっています。また教

師と保育士との交流で、子どもの情報交流や学びの連続性について共通認識をもつ

こともできています。トマム学校では、特に入学当初、生活科を中心としたスター

トカリキュラムを準備しており、スムーズに学校生活に慣れるような体制も整えて

います。

これからも一層、トマム地域の特色を活かし「目指す児童生徒像」を共有しなが

ら、家庭・地域と連携・協働した教育活動を進めていきます。

コミュニティ・スクール情報
～トマム学校～

問　占冠村教育委員会　☎　（56） 2182

たき火による火災に注意！たき火による火災に注意！

No.397纏
まとい

消 防 瓦 版

たき火による火災は、火の粉が飛び火して周囲の枯草等に燃え移ったり、消火が

不十分であったため再び燃え出してしまったりと、一人ひとりの火の取り扱いに対

する不注意が原因となっています。たき火をする際は、次の事項に十分注意して、

火災を起こさないようにしましょう。

火災・救急・救助　119
冷えは万病のもと

冷え対策をしよう 保健師です
こんにちは

■
冷
え
性
の
症
状

・
寒
い
わ
け
で
は
な
い
の
に

手
足
が
冷
た
い

・
布
団
に
入
っ
て
も
手
足
が

冷
え
る

・
入
浴
後
も
す
ぐ
に
手
足
が

冷
え
る

・
厚
着
を
し
て
も
体
が
冷
え
る

・
便
秘
や
下
痢
に
な
り
や
す
い

・
何
を
し
て
も
痩
せ
な
い

こ
れ
ら
の
自
覚
症
状
が
あ

る
方
は
「
冷
え
性
」
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
冷
え
性
の
原
因

①
運
動
不
足

体
の
代
謝
を

低
下
さ
せ
、

血
液
の
循
環

を
悪
く
し
た

り
、
筋
肉
量
が
少
な
い
と

体
内
で
熱
を
生
産
で
き

ず
、
体
を
温
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
男
性
よ
り
女
性
に
冷

え
性
が
多
い
一
因
に
は
筋

肉
量
の
差
が
あ
り
ま
す
。

冷
え
性
は
、
血
液
の
流
れ
が
悪
い
た
め
に
毛
細
血
管
へ
温
か
い
血
液
が
流
れ

ず
、
血
管
が
収
縮
し
て
手
足
な
ど
が
冷
え
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
冷
え
性
を

放
っ
て
お
く
と
、
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
不
調
が
出
て
き
ま
す
。

夏
の
疲
れ
が
体
に
出
る
時
期
で
す
。
体
調
を
整
え
て
冬
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

な
り
、手
足
が
冷
え
ま
す
。

★
内
臓
冷
え
タ
イ
プ
＝
隠
れ

冷
え
性

冷
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
に
く
く
、
胃
腸
な
ど
の

内
臓
の
不
調
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

★
下
半
身
冷
え
タ
イ
プ

加
齢
で
血
管
が
細
く
な
っ

た
り
、
筋
力
が
衰
え
た
り

す
る
と
血
行
不
良
を
起
こ

し
、
お
尻
や
ふ
と
も
も
な

ど
の
下
半
身
が
冷
え
ま

す
。
塩
分
や
水
分
の
取
り

す
ぎ
や
長
時
間
座
っ
て
い

る
方
に
多
い
タ
イ
プ
で

す
。

★
全
身
冷
え
タ
イ
プ

基
礎
代
謝
が
低
下
し
て
い

る
方
に
多
く
み
ら
れ
る
タ

イ
プ
で
す
。
慢
性
疲
労
や

甲
状
腺
の
機
能
低
下
に
よ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
冷
え
対
策

☆
手
足
冷
え
タ
イ
プ

運
動
し
て
、
筋
肉
を
つ
け

る
、
食
事
を
し
っ
か
り
と

る
、
腹
巻
や
肩
掛
け
な
ど

で
お
腹
や
背
中
を
温
め

る
、
湯
船
に
つ
か
ま
っ
て

温
ま
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

Seventeen's Power

問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署　☎　（56） 2119

②
食
生
活
の
乱
れ冷

た
い
飲
食

物

や

甘

い

物
、
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
や

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
食
べ
過

ぎ
る
こ
と
や
無
理
な
食
事

制
限
を
伴
う
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ

ミ
ン
不
足
に
陥
る
と
、
体

を
冷
や
し
、
血
液
を
ド
ロ

ド
ロ
に
し
て
血
液
循
環
を

悪
く
し
ま
す
。

③
ス
ト
レ
ス

過
度
の
ス
ト

レ
ス
を
た
め

込
む
と
末
端

の
血
流
が
悪

く
な
り
、
血
行
不
良
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま

た
、
緊
張
状
態
が
続
く
と

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
り
ま

す
。

④
喫
煙

タ
バ
コ
は
急

激
に
血
管
を

■たき火を始める前は・・・

・周囲に燃えやすいものがない場所で行いましょう。

・乾燥注意報発令中や風が強いときはやめましょう。

・水バケツ、消火器などの消火準備をしましょう。

・消防署へ届出をしましょう。

※火災と紛らわしい煙、

または火炎の発生のあ

る行為は消防署へ届出

が必要となります。

て
血
行
を
良
く
す
る
。

☆
内
臓
冷
え
タ
イ
プ

冷
た
い
食
べ
物
を
控
え
、

温
か
い
物
を
食
べ
る
。

体
を
冷
や
し
や
す
い
夏
野

菜
を
食
べ
過
ぎ
な
い
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
、
カ
イ
ロ

や
腹
巻
な
ど
で
お
腹
を
温

め
る
、
規
則
正
し
い
生
活

を
送
る
。

☆
下
半
身
冷
え
タ
イ
プ

太
も
も
や
ふ
く
ら
は
ぎ
に

筋
力
を
つ
け
る
、
下
半
身

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
な

ど
血
流
の
循
環
を
よ
く
す

る
、
む
く
み
が
あ
る
場
合

は
、
塩
分
や
水
分
を
控
え

る
、
き
つ
い
下
着
や
洋
服

を
着
な
い
。

☆
全
身
冷
え
タ
イ
プ

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

と
る
、
適
度
な
運
動
を
す

る
、
靴
下
や
腹
巻
き
な
ど

を
利
用
し
体
を
冷
や
さ
な

い
、
体
を
内
側
か
ら
温
め

る
食
べ
物
、
飲
み
物
を
と

る
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
５
６
）
２
０
２
２

収
縮
さ
せ
、
血
液
の
流
れ

を
悪
く
し
、
基
礎
代
謝
の

低
下
、
冷
え
に
結
び
つ
き

ま
す
。

⑤
便
秘

腸
内
の
ぜ
ん

動
運
動
が
弱

い
と
基
礎
代

謝
も
低
く
な

り
ま
す
。

■
冷
え
タ
イ
プ

・
手
足
の
先
が
冷
た
い

→
手
足
冷
え
タ
イ
プ

・
お
腹
を
触
る
と
冷
た
い

→
内
臓
冷
え
タ
イ
プ

・
足
先
含
め
、
お
尻
や
太
も

も
が
冷
た
い

→
下
半
身
冷
え
タ
イ
プ

・
全
身
が
冷
え
て
い
る

→
全
身
冷
え
タ
イ
プ

★
手
足
冷
え
タ
イ
プ
＝
末
端

型運
動
不
足
や
食
事
量
が
少

な
い
こ
と
で
、
体
の
末
端

ま
で
血
液
が
巡
り
に
く
く

■たき火をしているときは・・・

・火を消すまでその場を離れないようにしましょう。

・子どもだけでは絶対にたき火をさせないようにしま

しょう。

・火の粉が飛ばないように監視し、着衣着火（着てい

る服に燃えうつる）ややけどに注意しましょう。

■たき火が終わったあとは・・・

・再び燃え出さないよう完全に火が消えたことを確認

しましょう。

救急出場状況
（9月分）
交通事故　　２件（　１人）
一般負傷　　１件（　１人）
急病　　　　２件（　２人）

９月計    　５件（　４人）
累計　　１０１件（９１人）
※（　）内は搬送人員
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広報しむかっぷは、震災復興型
カーボンオフセット用紙を使用
し、CO2削減事業ならびに東北
経済復興を応援しています。

占冠村公式HP

中央 占冠 双珠別 トマム 出生 死亡 転入 転出
656人 87人 44人 439人 1人 1人 8人 12人

人口 男 女 世帯数
1,226人（-4） 613人（-1） 613人（-3） 767（-2）
  《うち外国人の人数　147人（-4）》　

■人口・世帯数（９月末住民基本台帳登録数）

各行事等で広報に掲載するための取材および写真

撮影をさせていただいています。もし、写真などで

掲載にご承諾いただけない場合は、その場でお申し

出いただくか広報統計担当までご連絡ください。

また、みなさんからの情報もお待ちしております。

お気軽にお電話ください。

問企画商工課広報統計担当

☎ （56） 2124

広報からのお知らせ

１．新型コロナワクチン接種日程表

１回目接種日 ２回目接種日

１２月　１日（水）午後３時３０分 １２月２２日（水）午後３時３０分

１２月２２日（水）午後３時３０分 　１月１２日（水）午後３時３０分

　１月１２日（水）午後３時３０分 　２月　２日（水）午後３時３０分

　２月　２日（水）午後３時３０分 　２月２４日（木）午後３時３０分

　２月２４日（木）午後３時３０分 　３月１７日（木）午後３時３０分

※予約人数に限りがありますので、早めにご予約下さい。

新型コロナワクチン接種のご案内
新型コロナワクチン接種については、占冠村での接種は終了しましたが、富良野協会病院におい

て次のとおり接種を行うこととなりました。つきましては、日程を次のとおりご案内しますので、

未接種者で接種を希望される方は富良野市保健センターにてご予約下さい。

２．接種場所　　　富良野協会病院（富良野市住吉町１番30号）

３．予約申込み

予約受付　　　富良野市保健センター　☎０１６７（３９）２２００

受付期間　　　接種希望日の前日まで

ただし、人数制限がありますので、希望にそえない場合があります。

受付時間　　　午前８時30分から午後５時15分まで（土日祝日、年末年始を除く）

４．当日の持ち物　接種券（クーポン券）、予診票、健康保険証、お薬手帳

５．注意事項　　　・予約の際には「接種番号」が必要です。「接種券」をご用意下さい。

　・接種券を紛失された場合は、下記までご連絡下さい。

　・予診票がない方は、お手数ですが下記までお問い合せ下さい。

問住民課保健予防担当　☎０１６７（５６）２１２２

３週間後

地域貢献ボランティア

９月 28 日（火）に村内で工事を行っている株式会

社騎西組様（旭川市）が地域貢献事業として、美園集

会所のまわりの草刈りを実施されました。

地域の住民のため、環境整備を行っていただいた

ことにお礼申し上げます。
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